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RH)の静脈内投与をおこなったところ,IRM
Aによる測定値は,期待どおり増加した｡以上の
検討によりヒトTSH-IRMA法は,サルTS
Hの測定に適用可能であると判断した｡
今後,サル下垂体ゴナドトロピンの柄製のみな
らず.TSHの柄割,およびそれらのfrL製品を用
いての抗体,特にモノクロー ナル抗体の作製も可
能となるであろう｡
陳 腐 12
サルにおけるカンピRJtクターの分布
金城俊夫(岐大･農)
カンピロバクタ-はヒト腸炎の起炎菌として式
要な位冠を占めている｡今回,このカンピロバク
タ-のサル先便への排菌状況と本菌に対する血中
抗体の分布状況を調査した｡
菌検索に供試したサルは,屋内個別飼育,屋内
群飼育及び屋外群飼育のもの延べ699頭であろ｡
また,抗体調査には,菌検索に使用した87頭を含
む計254頭を供試し,補体結合反応によった｡
その結果,カンピロバクタ のー排菌が699頭中
92頭18.2%に確認された｡排菌個体のうち61頭か
らG.)'ej肋t,33頭からC.colt,1頭からC.fe-
tおが,また,3頭からは同時に前2菌種が分離
された｡サルの糞便性状と菌分離との関連を調べ
た結果,正常便からのそれが7.5%に対し,下荊
使及び軟便のそれが,それぞれ26.00/O及び24.00/0
で,正常便に比し有意に高率で,本菌がサルにお
いても腸炎の起炎菌となっている可能性が示唆さ
れた｡サルの飼育形態と菌の分離率との関連を群
飼育と個別飼育に分けて検討した結果,前者の分
離率が23.40/0(63/269)であったのに対し,後者
のそれは6.2%(2% 01)で,有意差が認められ
た｡また,群飼育の場合でも,飼育密度の高い屋
内群飼育で47.0%に対し,密度の低い屋外放飼場
では12･9C/Oであった｡これらの成続畔,木蘭がサ●
ル問で水平伝播しうる可椛性を示している｡
一方,祁体結合反応につし.､ては,予めサル由来
C.)'ebmE株の超音波処理抗原を用いた未反応と
糞便への排園との問に相関のあることを確認した
上で,251頭について調べた｡その結果,うち90
軌 芯.4C/Oと芯率に本坑休が検出された｡特にア
カゲザルでは例性率が61A0/0(85/57)で,ニホン
ザルの28.30/o(51/180)に比し苅率であった｡
以上の成銃から,カンピロバククーはサルにお
いてもヒトの場合と同肌 脳炎起炎田と･なりうる
こと,また.本脚こJ:る脳炎がサルの問に広く革
延していることなどが明らかになった｡
内毒素血症時の骨髄.肺細胞および末梢白血球
の組梅田子活性
平田陸正(岩手医大･医)
ヒトのグラム陰性菌感染症においては,しばし
ば播種性血管内凝固(DIC)の合併症がみられ
る｡ このDICは,厚生省により難治性の特定疾
患として指定されている.著者は,グラム陰性菌
のl)ポ多糖(内毒素)がマウス骨髄細胞の組枯因
千(TF)活性を高めることから内毒素性DIC
における骨髄細胞の役割に注目してきた｡60年度
は対照群2頭,内毒素投与群2頭(Expl.2)の
計4頭のこホンザルを用いTFnrJ定条件などにつ
いて検討し,これをもとに骨駄内原粒球画分のT
F活性を凝固法と蛍光合成基質法とで測定しl頭
にTF活性冗進を認めた｡61年度はすべて内毒素
投与の実験で3頭のニホンザルを用いた(Exp3.
4,5)｡
結果.凝固法:プラスマに加える細胞数とプラ
スマの凝固時間とで得た用量反応(回帰)直線は
対照群,内毒素投与群(投与12時間後の骨髄細胞)
および頗準TF(脳由来)間のすべての組み合わ
せで平行性が認められた｡内毒素投与群の骨髄細
胞のTF活性の対照群に対する相対力価は,1.6
-ll.7であり5頭のうち3頭にTF活性冗進がみ
られた(Expl:5.7,Exp2:1.6,Exp3:
5.9,Exp4:1.8,Exp5:ll.7)｡合成基節
法 :対照群に対してEq)1-5でそれぞれ6.0,
1.0,42.4,1.8,18.4と凝固法と相関して8頭
にTF活性の冗進が認められた｡特只性や感度の
点で合成基質法が優れていた｡以上.ニホンザル
においても円詩宗により冊髄内放校球両分にTF
活性の冗進が認められた｡対照郡のTF活性には
個体差が少なかったが.内苑累投与酢では個肘 こ
より感受性の芸がみられた｡円巧系投与耶5頭の
年令は1.5-19才で体試2.7-8.5kgであり,概
して布令なサル程骨髄内の細胞数が少なく円巧累
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